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グラフェンは、六⾓形格⼦構造を持つ厚さ1原⼦層の炭素原⼦のシート状物質である。
テープを使ってグラフェイト結晶から劈開されたグラフェンの物性が2005年に報告され、
突然物性科学の分野で有名になった。当時グラフェンは、伝導特性・機械強度・光物性、何
を測っても異常であり、他のどの物質より優れているように⾒える、不思議な物質であった。
グラフェンは多くの科学者を魅了し、研究者の数は爆発的に増えた。2010年にはノーベル
物理学賞の対象に選ばれた。
あれから丁度10年である。この間グラフェンの移動度は向上し続け、最初は半⾦属だった

が絶縁体や超伝導体にもなることが分かった。他の単原⼦・単分⼦層物質と共に⼆次元材料
という研究分野を確⽴し、モアレ超格⼦とツイストロ⼆クスという概念を固体物理に導⼊し
た。10年間、グラフェンはずっと新しい材料であり続けた。このシンポジウムでは、過去か
ら現在までのグラフェンの基礎および応⽤に関する研究を俯瞰し、⼀体何がグラフェンを特
別にしているのか、グラフェンの何が他の物質と異なるのかについて考えたい。
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グラフェン研究の進展と今後の展望
ノーベル物理学賞受賞から10年


